
令和４年度 福岡市学校カウンセリング研究会研修会 報告書   

                  2023 年 1 月 18 日（水）15：30 ～16：45 

 

講師：ぼちぼちの会会長 木村素也  

講演：「発達障がいの理解と本人に寄り添った進路指導について」  

 

 令和５年１月１８日（水）午後３時３０分から福岡市立中央市民センター ２Ｆ 第一会

議室で研修会が行われました。参加者は学校カウンセリング研究会会員（福岡市立学校教

職員）の先生方でした。私は新型コロナの感染状況を踏まえオンラインでの講演となりま

した。佐藤会長はじめ研究会の方々には準備等大変お世話になりました。 

 

講演では昨年の１２月１３日に文科省から報告された「発達障がいの可能性がある小中

学生は学級に 8.8％」という記事を解説ながら現在の発達障がいの現状・問題点とその背

景について説明すると同時に『発達障がいが問題ではなく社会的適応が損なわれたときの

み障がいとなる』『適応障がいは二次的な問題から生じやすい』の共通理解を行いました。 

その後、『発達障がいのそれぞれの例と特性』『小中学校における合理的配慮』『その

子の発達の課題に応じた進路選び』『支援の在り方』などをお話ししました。 

最後に、『障がいは変わらない。しかし、慣れることはできる。環境を整え、困ったと

きの対応を学ぶことによって「困り感」を少なくすることができる。自尊感情はそのモチ

ベーションとなる。学校教育はそれを育み、自立のスキルを学ばせる場であると思う』と

結ばせていただきました。時間の関係上質疑を行うことができなかったことは残念です。 

今後もよろしくお願いします。 

 

 

 

感想用紙より 

小学校・中学校 

・合理的配慮が大切だという事は、どの現場でも理解が進んでおり、どの先生方も丁寧な

対応をしたい、しているとは思うが、やはり各学校事情で人手が足りないと、一人一人へ

の配慮までできない場面も多く葛藤してしまう。学校に持ち帰って今できることはなにか

を考えたい。 

 



中学校 

・ここ数年で発達障がいの生徒が増えている中で、実際のところ、発達障害の生徒が知的

の特別支援学校に多く入学、転校（措置変更）してくる。その理由は、小学校、中学校な

どで適応できず、より適した教育を受けるためではないかと考える。現在中学校に勤めて

いるが発達障がいの生徒、疑いのある生徒に十分な合理的配慮を行うことが出来ていない。

もちろん中学校全体、教師一人一人が特別支援教育について知識を深め、共有すべきかと

思うがそれがどこまで現実的かと思っている。進路も精神手帳があれば、福祉事業所や障

がい者雇用も可能である。学びに困難さがある人が高校へ進学する必要があるのか？中学

校に情緒学級ができているのであれば、特別支援学校にも情緒の枠をいれればよいのでは

ないか（実際に受け入れている）？そして高校にも合理的配慮が必要ではないか？障がい

のある人の進路にはまだまだ課題だらけだと考える。これからも経験を重ね、よりよい教

育ができればと思う。 

 

特別支援学校 

本校を昨年卒業した生徒は、合理的配慮で高校を受験した。入試の時に読み上げをしても

らうために定期考査を他生徒と別室にしてよみあげを行った。行うには様々な先生方の理

解と協力の上で成り立ったことだと思う。わが子も発達障がいなので、学校側に理解して

いただき、合理的配慮を基に環境を整えていただこうと思った。親として、合理的配慮に

ついて学び、個別の指導計画があるかなども尋ねたい。 

 

 


